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能
の
首
都
圏
・
東
京
へ
の
集
中
度

合
が
極
め
て
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
首
都
圏
・
東
京
が
世
界
の
ど

の
首
都
圏
に
も
例
を
見
な
い
大
自

然
災
害
危
険
地
帯
だ
か
ら
だ
。

　

特
に
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
「
国
難
」
レ
ベ
ル

の
大
震
災
が
発
生
す
る
の
は
時
間

の
問
題
で
、
十
分
な
対
策
を
施
し

て
い
な
い
現
状
で
巨
大
地
震
に
襲

わ
れ
た
ら
、
日
本
は
「
世
界
の
最

貧
国
」
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

土
木
学
会
が
18
年
に
と
り
ま
と

め
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
委
員
会
報
告

　

55
年
に
は
、
日
本
の
首
都
圏
も

ロ
ン
ド
ン
も
パ
リ
も
総
人
口
に
占

め
る
シ
ェ
ア
が
15
％
程
度
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
日
本

の
首
都
圏
だ
け
が
総
人
口
シ
ェ
ア

を
上
げ
続
け
、
直
近
で
は
総
人
口

の
30
％
が
集
中
し
て
い
る
状
況
を

示
し
て
い
る
。こ
の
集
中
状
況
は
、

直
近
で
も
変
化
が
な
く
、
い
ま
だ

に
人
口
流
入
が
止
ま
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　

全
国
の
地
方
公
共
団
体
等
の
人

口
が
自
然
減
の
状
況
に
な
っ
て
い

る
も
と
で
、
東
京
・
首
都
圏
へ
の

転
出
の
た
め
に
社
会
減
が
生
ま
れ

て
い
る
状
況
は
、
地
方
の
人
口
減

少
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、
地
方
の

活
性
化
や
地
方
創
生
に
と
っ
て
、

大
き
な
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
の
都
道
府
県
の
人
口
移
動

の
状
況
を
み
る
と
、
転
入
が
転
出

を
上
回
っ
た
の
は
、
東
京
都
・
千

葉
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
愛
知
・
福

岡
の
各
県
と
大
阪
府
の
み
で
、
そ

の
他
の
道
府
県
は
、
か
な
り
の
人

口
減
少
を
経
験
し
て
い
る
の
だ
。

　

２
０
１
５
年
の
首
都
圏
へ
の
流

入
を
見
て
も
人
口
で
10
万
人
、
本

社
を
移
転
し
て
き
た
会
社
が
３
３

５
社
に
も
達
す
る
と
い
う
レ
ベ
ル

で
、
半
端
な
も
の
で
は
な
い
。

首
都
圏
巨
大
災
害
で	

	

日
本
は
消
滅
す
る
？

　

一
極
集
中
の
継
続
が
わ
が
国
最

大
級
の
危
機
で
あ
る
の
は
、
わ
が

国
は
政
府
機
能
や
経
済
の
中
枢
機

　

わ
が
国
の
最
大
級
の
危
機
の
一
つ
は
、
い
ま
だ
に
進
行
が
加
速
す
る
「
首
都
圏
一
極
集

中
」
の
問
題
だ
。
図
は
、
１
９
５
０
年
頃
か
ら
今
日
ま
で
の
東
京
・
ロ
ン
ド
ン
・
パ
リ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
っ
た
都
市
圏
域
の
全
国
に
占
め
る
人
口
シ
ェ
ア
の
推
移
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
世
界
で
最
大
人
口
圏
へ
の
人
口
集
中
が

い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
の
は
、
日
本
の
東
京
・
首
都
圏
だ
け
で
あ
る
。

「
危
機
感
の
無
い
日
本
」
の
危
機
③

列島保全への課題東京はすでにキャパシティーオーバー

　

元
官
僚
で
日
本
の
未
来
を
憂
え
る
著
者
が
、
国
土
・
イ
ン
フ
ラ
・

経
済
・
法
律
・
制
度
・
言
語
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
面
か
ら
、
現
代
日

本
に
起
き
て
い
る
問
題
を
分
か
り
や
す
く
解
説
！

な
問
題
な
の
は
、
高
齢
者
の
人
口

増
で
あ
る
。
10
年
か
ら
15
年
に
首

都
圏
の
総
人
口
は
51
万
人
も
増
え

て
い
る
が
、
同
時
期
に
14
歳
以
下

は
７
万
人
、
生
産
年
齢
人
口
（
15

～
64
歳
）
は
75
万
人
も
減
っ
て
お

り
、
65
歳
以
上
だ
け
が
１
３
４
万

人
も
増
え
て
い
る
。

　

高
齢
化
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
地

方
で
は
、
人
口
減
少
は
続
く
と
予

想
さ
れ
て
も
高
齢
化
そ
の
も
の
は

あ
ま
り
上
昇
し
な
い
。
し
か
し
、

今
後
は
首
都
圏
で
著
し
い
高
齢
化

が
進
み
、
そ
れ
に
伴
い
医
療
、
介

護
と
い
っ
た
問
題
が
大
き
な
問
題

と
な
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
、
大
災
害
の
可
能
性
が

あ
る
わ
け
で
、
人
口
が
多
く
稠
密

で
あ
る
が
ゆ
え
に
生
じ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
避
難
困
難
、
避
難
地

不
足
、
災
害
住
宅
の
立
地
困
難
等

が
加
わ
る
の
で
あ
る
。

書
「『
国
難
』
を
も
た
ら
す
巨
大

災
害
対
策
に
つ
い
て
の
技
術
検
討

報
告
書
」（
表
参
照
）
に
よ
る
と
、

こ
の
ま
ま
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
道
路
な
ど
イ
ン
フ

ラ
資
産
の
損
失
で
１
７
０
兆
円
、

道
路
、
港
湾
、
河
川
な
ど
公
共
イ

ン
フ
ラ
の
破
損
に
伴
う
経
済
活
動

の
停
滞
で
１
２
４
０
兆
円
が
失
わ

れ
、
経
済
的
被
害
は
20
年
間
で
１

４
１
０
兆
円
に
上
る
と
い
っ
た
、

極
め
て
巨
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。

　

首
都
直
下
地
震
の
場
合
は
、
公

共
資
産
の
損
失
で
47
兆
円
、
公
共

イ
ン
フ
ラ
の
破
損
に
伴
う
経
済
活

動
の
停
滞
で
７
３
１
兆
円
が
失
わ

れ
、
経
済
的
被
害
は
20
年
間
で
７

７
８
兆
円
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

首
都
圏
で
起
こ
る	

	

高
齢
化
問
題

　

ま
た
、
首
都
圏
に
と
っ
て
大
き

首都圏一極集中という危機
%
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「
危
機
感
の
な
い
日
本
」
の
危
機

大
石
久
和
著

　

落
日
の
日
本
・
劣
化
す
る
日

本
人
に
「
現
代
日
本
の
こ
こ
が

お
か
し
い
！
」「
目
を
覚
ま
し

て
気
づ
い
て
く
れ
！
」
と
訴
え

る
意
欲
作
。

発
行
：
海
竜
社

定
価
：
１
６
０
０
円
＋
税

地
方
集
落
の	

	
	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
崩
壊

　

も
う
一
つ
の
危
機
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
し
て
い
く
ほ
ど

の
地
方
集
落
の
崩
壊
で
あ
る
。
先

祖
が
営
々
と
し
て
築
き
上
げ
て
き

た
集
落
や
地
方
都
市
が
、
住
む
人

も
な
く
、
耕
す
人
も
い
な
い
状
況

に
変
わ
り
始
め
て
お
り
、
首
都
東

京
及
び
そ
れ
に
続
く
大
都
市
以
外

は
疲
弊
し
、
崩
壊
し
て
い
く
状
況

が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
「
経
済
的
に
効
率
の
よ
い
首
都

圏
に
集
中
す
る
こ
と
は
合
理
的
で

あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
や
む
を

得
な
い
の
だ
」
と
い
っ
た
議
論
を

展
開
す
る
評
論
家
が
い
る
。
し
か

し
、
自
然
災
害
の
危
険
性
に
加
え

て
、
す
で
に
集
積
の
利
便
を
超
え

た
交
通
渋
滞
、
通
勤
電
車
の
大
混

雑
、
環
境
問
題
、
そ
の
他
の
大
き

な
外
部
不
経
済
が
発
生
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
許
容
で
き
る
レ
ベ

ル
を
超
え
て
い
る
。

首
都
圏
が
持
つ
都
市
機
能
を		

全
国
的
に
分
散
す
る
議
論
を
！

　

経
済
を
理
由
と
し
て
集
中
が
進

行
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
日
本
国

の
存
続
を
最
大
限
可
能
と
す
る
」

と
い
う
政
治
の
論
理
か
ら
こ
の
首

都
圏
集
中
を
排
除
す
る
、
あ
る
い

は
抑
止
す
る
と
い
っ
た
議
論
が
展

開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日

本
の
中
心
機
能
・
中
枢
機
能
の
ほ

と
ん
ど
が
集
中
し
た
東
京
が
大
災

害
で
破
滅
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
な

わ
ち
「
日
本
国
の
消
滅
」
と
な
る

か
ら
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
進
め
る
上
で
も
、

こ
う
し
た
議
論
の
深
化
が
急
が
れ

る
。

出典：World Urbanization Prospects, the 2014 revision より作成

図  全人口に占める最大都市圏人口の推移 （東京は１都３県の人口）

表　巨大災害の被害推計（土木学会　2018.6.7 発表）
　 経済被害 資産被害 財政的被害

地震・津波 （20 年累計） （20 年累計）

南海トラフ地震 1,240 兆円 170 兆円 131 兆円

首都直下地震 731 兆円 47 兆円 77 兆円

高潮 （14 カ月累計） （14 カ月累計）

東京湾巨大高潮 46 兆円 64 兆円 5 兆円

大阪湾巨大高潮 65 兆円 56 兆円 7 兆円

伊勢湾巨大高潮 9 兆円 10 兆円 1 兆円

洪水 （14 カ月累計） （14 カ月累計）

東京荒川巨大洪水 26 兆円 36 兆円 2.8 兆円

大阪淀川巨大洪水 7 兆円 6 兆円 0.7 兆円

名古屋庄内川等巨大洪
水

12 兆円 13 兆円 1.3 兆円

資料：「国難」をもたらす巨大災害対策についての技術検討報告書　概要（土木学会）より

虹の森公園まつの
恩田勝也館長

　清流四万十川最大の支流、広井川の

愛媛県松野町延野々 1510-1
国道 381 号　TEL.0895-20-5006

優れた自然景観や貴重な生態系、豊富な水産資源
に親しんでもらおうと、立ち寄り型でなく目的志
向型道の駅を目指しています。淡水魚水族館、ガ
ラスリサイクル作品の制作工房など体験を充実さ
せており、おさんぽペンギンも大人気です。

のつはる
小野太輝駅長

　令和元年 11 月 30 日にオープンしまし

大分市下原 1717-1
国道 442 号    TEL.097-574-7207

た。大分市にほど近い山間のななせダム畔に位置
し、ウッドデッキの休憩スペースから、のつはる
湖を一望できます。店内にはカフェや物産コーナー
があり、多目的ホールにはフリーピアノを備え、
音楽の絶えない賑やかな雰囲気が特徴です。

遠軽　森のオホーツク
佐藤茂駅長

　令和元年末にオープンした、北海道初

北海道遠軽町野上 150-1
国道 333 号　TEL.0158-42-4536

のスキー場を併設した道の駅。地域の特産品・オ
リジナル商品のショップやフードコートのほか、
疲労回復効果が高い足湯、屋内外での体験プログ
ラム、さらにツリートレッキングやバンジートラ
ンポリンなどのアクティビティも充実しています。

６


